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第二章では、オキソフェナレノキシルの二電子還元による電子スピン構造の変化 (Redox-Based Spin Diversity) 
について述べた。オキソフェナレノキシルは高い還元能を有することを電子化学的測定により明らかにした。その結
果を基に、脱気溶媒中において二電子還元体であるラジカルジアニオン種を発生させ、 ESR/ENDOR/TRIPLE 法を
用いて電子スピン構造を明らかにした。さらに、密度汎関数法や本研究者が開発に携わった MO-based VB 法などの
理論計算からの考察を行った。その結果、電子スピン構造の変化について明らかにすることに成功した。











って、溶媒の水素結合能の変化により 6-オキソフェナレノキシル部位の還元電位が変化することを見出し、 ESR 法や
lN-vis スベクトル測定を用いて分子内電子移動によるスピン中心移動 (Spin-Center Transfer) の溶媒による制御に
成功した。このような性質を示す安定開殻分子は、純有機化合物としては初めての例である。
第五章では、曲面分子コラヌレンを基盤とした曲面型安定中性 π ラジカルの設計および合成について述べた。これ
までに報告されている安定中性 π ラジカルの多くは平面 π 共役系を基盤としていた。一方、近年注目されているフラ








造が可逆的に変化する Redox-based spin diversity という性質を明らかにした。また、 6-オキソフェナレノキシルに
電子ドナーであるテトラチアフルパレンを導入した分子を設計・合成し、溶媒の水素結合能のわずかな変化により分
子内電子移動が起こり、 2 種類の異なるラジカル種が発生することを実験的、理論的に明らかにした。その結果、分
子内電子移動に伴い電子スピン中心が移動する Spin-center transfer という現象を実現させた。以上の研究成果は最
先端の合成有機化学の研究成果、物性科学の研究手法を活用して、構造・物性有機化学の発展に貢献した。よって、
本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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